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昨
年
の
二
月
、
市
民
議
論
の
末

に
存
続
が
決
定
し
た
路
面
電
車
。

現
在
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
活
用
方
策
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

続
く
八
月
に
は
、
学
識
者
や
市

民
団
体
の
代
表
、
札
幌
市
な
ど
で

構
成
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
を
元
気
に

す
る
路
面
電
車
検
討
会
議
」
を
設

置
。
路
面
電
車
を
単
な
る
交
通
機

関
で
は
な
く
、「
ま
ち
や
市
民
を

元
気
に
す
る
道
具
」
と
位
置
付
け
、

そ
の
使
い
方
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
会
議
で
の
議
論
を

受
け
て
、
多
く
の
人
に
沿
線
の
ま

ち
歩
き
を
楽
し
み
、
歴
史
や
文
化

に
触
れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
よ
り
効
率
的

な
路
面
電
車
の
運
営
の
在
り
方
を

専
門
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
踏
ま

え
つ
つ
、
今
後
の
検
討
会
議
で
は
、

都
心
の
活
力
を
支
え
る
路
線
の
在

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
八

月
に
活
用
方
針
を
ま
と
め
る
予
定
。

市
で
は
、
観
光
・
商
業
者
な
ど
と

の
連
携
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
市
民
意
向
の
把
握

も
行
っ
た
上
で
、
今
年
度
中
に
事

業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
を

固
め
る
方
針
で
す
。

詳
細

交
通
企
画
課
（
２１１
）２
４

９
２

・路面電車をキーワードに沿線情報を発
信し、地域を活性化する

・高齢者などに優しい低床車両や、街並
みと調和した車両を導入する

・都心部において路面電車で、駅・バス
ターミナルを結び、市民や観光客の移
動を支える

・商店街・観光関係者などと市が協働し、
路面電車の活用方策を考える

８月には路線の在り方を含めた活用方針がまとまる予定

平成１８年度に始まる具体的な取り組み

路面電車の活用方策の
検討が進む

市による経営の在り方の検討

・民間活力の導入・収支の改善

連動

存続を決定（平成１７年２月）

さっぽろを元気にする路面電車
検討会議（平成１７年８月設置）

交通機関からまちや市民を元気にす
る道具へ

路面電車の基本的な考え方

これまでに検討された内容

「札幌が、よりにぎわいのある街として
発展し続けるための手段や方策」として、
路面電車を上手に使っていくこと

・市民の存続意向が強い
・人や環境に優しい
・民間活力の導入により
収支改善の可能性を見込める
・都心のまちづくりに生かせる

平平成成１１８８年年８８月月にに
活活用用方方針針をを発発表表

▼

街の活性化
キーワード�

市は平成１９年３月に
「路面電車事業化計画」を策定

中島公園・藻岩山地域などの沿
線を数カ所に分けたマップ

主な電車停留場からのウオーキ
ングコースを設定し、歴史・文
化・自然などの情報を掲載しま
す（７月発行予定）。

（市電の会・中央区役所編集）

沿線ぶらりまち歩きマップ 市電マップ
（交通局・交通事業振興公社編集）

市電沿線全体のマップ

主な観光・芸術文化施設、飲食
店の情報などを掲載します（第
１弾はゴールデンウイーク発行
予定）。

市電専用一日乗車券の発売
（土・日曜、祝日のみ。１枚で大人と
子供各１人が１日乗り放題）


